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(54)【発明の名称】 内視鏡用光源装置

(57)【要約】
【目的】本発明は光源装置に接続する内視鏡の機種が変
わっても画像信号処理装置や光源装置の設定をマニュア
ル変更することなく、同じ色バランスで内視鏡画像を観
察できる内視鏡用光源装置を提供することにある。
【構成】本発明は、使用する内視鏡２から発せられる機
種識別情報を判別し、出射光の波長を可変するフィルタ
切替え用ターレット２３を設けた内視鏡用光源装置であ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】照明光を供給する光源ランプと、
使用する内視鏡から発せられる機種識別情報を判別する
手段と、
出射光の波長を可変する手段とを具備し、
使用する内視鏡の機種識別情報に応じてその内視鏡に適
合する波長の出射光に選択変更するようにしたことを特
徴とする内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する利用分野】本発明はガラスファイバまた
はリレーレンズを用いた観察光学系と固体撮像素子を用
いた医療用または工業用の電子式内視鏡に用いる光源装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子式内視鏡装置によりカラー撮像にて
観察を行う場合、固体撮像素子の受光部前面にカラーフ
ィルタを配列し、固体撮像素子の画素に対応する色ごと
に分離した撮像信号から、映像信号処理にて、カラー映
像信号を得ている。
【０００３】この際、照明光、カラーフィルタの特性な
ど、カラーバランスを崩す要因があり、それらを補正す
るために色分離した信号の色バランスをホワイトバラン
ス処理により、標準的カラーバランスを得ていた。
【０００４】また、ガラスファイバを用いた内視鏡装置
の場合は、照明光、観察像を伝達する観察用ガラスファ
イバの特性の違いによる観察画像の違いを自動的に補正
処理することが難しかった。
【０００５】特に、同じ画像信号処理装置や光源装置に
照明光や観察光学系の特性が異なる複数の内視鏡を接続
して使用する場合において、使用する内視鏡の機種が増
えると、それらの内視鏡ごとに異なる光学系の特性によ
る画像の色の違いを補正することが非常に難しかった。
【０００６】特開昭６３－２２０２１１号公報のよう
に、光源装置に接続された内視鏡を識別することによっ
て、電子式内視鏡の照明方式を自動的に切り換える方式
が提案されている。
【０００７】しかし、この方式では、内視鏡の機種ごと
の特性に合わせて内視鏡画像の色情報を調整するもので
はなかった。また、ガラスファイバで画像を伝送するフ
ァイバスコープ方式では自動的に色調整することができ
なかった。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記課題に着
目してなされたもので、その目的とするところは、光源
装置に接続する内視鏡の機種が変わっても、画像信号処
理装置や光源装置の設定をマニュアル変更することな
く、同じ色バランスで内視鏡画像を観察できる内視鏡用
光源装置を提供することにある。
【０００９】
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【課題を解決するための手段および作用】本発明は、照
明光を供給する光源ランプと、使用する内視鏡から発せ
られる機種識別情報を判別する手段と、出射光の波長を
可変する手段とを具備し、使用する内視鏡の機種識別情
報に応じてその内視鏡に適合する波長の出射光に選択変
更するようにした内視鏡用光源装置である。
【００１０】内視鏡が持つ機種識別のための情報を判別
し、その機種の色特性に合わせて光源ランプから供給さ
れる照明光の波長を選択変更することができ、使用する
内視鏡の機種に関わらず同一な色バランスの観察画像を
得る。
【００１１】
【発明の実施の形態】［第１の実施形態］本実施形態は
出射光波長の可変をターレットによるカラーフィルタの
変更により実現する電子式内視鏡装置を提供するもので
ある。以下、図１及び図２を参照して本実施形態に係る
電子式内視鏡装置を説明する。
【００１２】（構成）図１で示す如く、電子式内視鏡装
置１は電子式内視鏡２と画像プロセッサ３と光源装置４
で構成される。
【００１３】電子式内視鏡２は、操作部５と、この操作
部５から延出される挿入部６と、上記操作部５から延出
されるケーブル７，８によって本体９を構成してなり、
この本体９には内視鏡としての機能が組み込まれてい
る。ケーブル７，８には画像プロセッサ３と光源装置４
にそれぞれ接続されるコネクタ１１，１２が設けられて
いる。
【００１４】上記挿入部６の先端には対物結像用光学系
１３とこれの結像位置に設置される固体撮像素子として
ＣＣＤ１４が設置されている。ＣＣＤ１４は本体９内に
配設された信号線１５を介して、上記コネクタ１１が接
続される画像プロセッサ３に接続されるようになってい
る。
【００１５】また、内視鏡２には挿入部６の先端まで照
明光を伝達するガラスファイバ束であるライトガイド１
６が設けられ、このライトガイド１６はコネクタ１２を
介して上記光源装置４に接続されるようになっている。
【００１６】内視鏡２の本体９のコネクタ１２にはその
内視鏡２の機種情報を記憶した内蔵メモリ１８が内蔵さ
れている。
【００１７】上記光源装置４には照明光を発生する光源
としてのランプ２１と、この照明光を上記ライトガイド
１６の入射端面に集光させるためのレンズ２２と、上記
ランプ２１と上記レンズ２２との間の光軸上に位置して
介在したフィルタ切替え用ターレット２３が設置されて
いる。
【００１８】上記ターレット２３は図２に示す如く、モ
ータ２４により回転させられるターレット板２５を備え
る。このターレット板２５の周部には複数種のカラーフ
ィルタ２６ａ～２６ｅが配設されている。そして、モー
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タ２４によりターレット板２５を回転させることによ
り、ランプ２１とレンズ２２の間の光線軸上にカラーフ
ィルタ２６ａ～２６ｅの何れかを位置させることが可能
である。
【００１９】上記カラーフィルタ２６ａ～２６ｅとして
は偏光フィルタや特定波長光の遮断／透過フィルタなど
の照明光の波長を可変できるフィルタでも良い。
【００２０】また、光源装置４には上記モータ２４を駆
動する駆動回路２７と、この駆動回路２７を制御する制
御回路２８が設けられている。制御回路２８は上記内視
鏡２の本体９に設置した内蔵メモリ１８に記憶された機
種情報に基づいて、ターレット２３が最適なカラーフィ
ルタ２６ａ～２６ｅを選択するようにモータ２４の駆動
回路２７を制御し、そのターレット板２５を適正量回転
させるようになっている。さらに、光源装置４には画像
プロセッサ３との信号通信を行うためのＩ／Ｆ２９が設
けられている。
【００２１】一方、画像プロセッサ３には内視鏡２のＣ
ＣＤ１４を駆動する駆動回路３１と、上記ＣＣＤ１４が
撮像した信号を処理する映像信号処理回路３２と、上記
ＣＣＤ１４の撮像タイミングと光源装置４とのタイミン
グを制御する制御回路３３と、上記光源装置４と信号通
信を行うためのＩ／Ｆ３４が設けられている。
【００２２】（作用）電子式内視鏡２を使用する場合、
内視鏡２のコネクタ１２を光源装置４に接続すると、そ
の内視鏡２に内蔵した内蔵メモリ１８に記憶された内視
鏡２の機種情報を基にして、モータ２４が駆動され、タ
ーレット２３のターレット板２５が所定量回転し、光源
装置４に接続された内視鏡２のＣＣＤ１４やライトガイ
ド１６の色特性に合わせたカラーフィルタ２６ａ～２６
ｅが選択され、選択されたカラーフィルタ２６ａ～２６
ｅが出射光軸上に位置する。このため、内視鏡２の機種
に合った波長の照明光で照明することができる。
【００２３】（効果）光源装置４に接続される電子式内
視鏡２におけるライトガイド１６の材質の違いによる色
特性の差や、ＣＣＤ１４のタイプの違いによる色特性の
差などの機種による違いを自動的に判別し、それを補正
し、最適な照明状態で使用することができる。従って、
光学特性の異なる複数種類の内視鏡２を同じ光源装置４
に接続しても、常に同じ条件で使用することが可能であ
る。
【００２４】［第２の実施形態］本実施形態は内視鏡の
形式がファイバスコープとした場合のものである。以
下、図３を参照して本実施形態に係る電子式内視鏡装置
を説明する。第１の実施形態と同様の部分についてはそ
の説明を省略する。
【００２５】（構成）本実施形態に係るファイバスコー
プ装置４０はその内視鏡の形式が電子式内視鏡ではな
く、ファイバスコープ４１としたものである。
【００２６】上記ファイバスコープ４１はＣＣＤの代わ
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りにガラスファイバ束を用いたイメージガイド４２を用
いて、対物結像用光学系１３で結像した画像を伝送する
ようにしたものである。イメージガイド４２はファイバ
スコープ４１の接眼部４３に設けられた接眼光学系４４
の位置まで導かれている。イメージガイド４２によって
伝送された観察画像はその接眼部４３を通じて直接に肉
眼により観察可能であるが、ここでのファイバスコープ
装置４０は接眼部４３に着脱自由に接続した外付けカメ
ラヘッド４５により撮像するようにした。
【００２７】外付けカメラヘッド４５には接眼部４３を
通じて結像する観察画像を撮像するための固体撮像素子
としてＣＣＤ４６が内蔵されている。ＣＣＤ４６はケー
ブル４７内に配置した信号線４８を通じて第１の実施形
態の場合と同様に画像プロセッサ３に接続される。
【００２８】このファイバスコープ装置４０の場合にお
いても上記電子式内視鏡装置１の場合と同様、内視鏡の
機種情報はその本体９に設けた内蔵メモリ１８から光源
装置４に通信される。
【００２９】尚、例えば、図４で示す如く、ファイバス
コープ４１の操作部５内に内蔵メモリ１８を設けると共
に、接眼部４３には電気接点４９を設ける一方、外付け
カメラヘッド４５には上記接眼部４３に接続した時に上
記電気接点４９と接触する電気接点５０を設ける構成と
し、上記接眼部４３に外付けカメラヘッド４５を接続し
た時に電気接点４９と電気接点５０を接触させて、外付
けカメラヘッド４５のケーブル４７内に配置した信号線
４８を通じ、さらに画像プロセッサ３の制御回路３３及
びＩ／Ｆ３４を介して、光源装置４と通信するようにし
てもよい。
【００３０】（作用）このファイバスコープ４１を使用
する場合、コネクタ１２内の内蔵メモリ１８または操作
部５内に設けた内蔵メモリ１８に記憶された内視鏡、つ
まり、内視鏡の機種情報を基にモータ２４を駆動するこ
とで、ターレット２３のターレット板２５を回転させ、
ファイバスコープ４１のイメージガイド４２やライトガ
イド１６の色特性に合わせたカラーフィルタ２６ａ～２
６ｅを選択する。
【００３１】（効果）本実施形態の基本的な効果は第１
の実施形態と同じであるが、本実施形態では対物結像用
光学系１３のレンズや、接眼光学系４４のレンズに図示
しない特殊波長光の透過フィルタまたは遮断フィルタを
組み合わせることで、光源装置４に組み込んだ同様なフ
ィルタにより、特殊波長光による照明下での内視鏡観察
も可能である。
【００３２】［第３の実施形態］本実施形態は第１の実
施形態および第２の実施形態の出射光波長の変更を、ス
テッピングモータによるターレットの回転により実現す
る方式としたものである。
【００３３】以下、図５及び図６を参照して本実施形態
に係る電子式内視鏡装置について説明する。前述した実
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施形態と同様の部分についてはその説明を省略する。
【００３４】（構成）図５で示す如く、上記ターレット
２３はカラーフィルタ２６ａ～２６ｅを配したターレッ
ト板２５を回転駆動する手段がステッピングモータ６１
であり、ステッピングモータ６１はターレット板２５の
回転軸に連結されている。ステッピングモータ６１を駆
動する駆動回路２７は制御回路２８で制御され、移動元
のカラーフィルタ２６ａ～２６ｅの位置と移動先の位置
との距離に応じて、ターレット板２５の回転速度とその
回転方向が可変する動作をする構成になっている。
【００３５】第１の実施形態と同様において、光源装置
４に接続された内視鏡の機種情報を元にステッピングモ
ータ６１により隣りのカラーフィルタ２６ａ～２６ｅを
選ぶ場合には１秒以内で移動できるスピードでターレッ
ト板２５を回転させる。しかし、遠く離れた位置にある
カラーフィルタ２６ａ～２６ｅを選択してこれを光軸上
に位置させる場合にはステッピングモータ６１の駆動周
波数を変更することで、ターレット板２５の回転速度を
上げる調整をする。また、光軸上に位置させるまでの距
離が最短の距離となる向きを選んでターレット板２５を
回転させるようになっている。
【００３６】（作用）例えば、図６に示す如く、移動す
べく選択された移動元のカラーフィルタ２６ｆが現在光
軸上に位置しているカラーフィルタ２６ａから遠く離れ
た位置にある場合はそれより近い位置にある隣のカラー
フィルタ２６ｇの位置にカラーフィルタ２６ｆを仮に移
動する場合と同じような時間で移動先のカラーフィルタ
２６ａの位置に移動させるように、ステッピングモータ
６１の回転駆動速度を上げる。
【００３７】また、現在のカラーフィルタ２６ａの位置
に移動元のカラーフィルタ２６ｆを移動させる場合、現
在のカラーフィルタ２６ａの位置までの移動距離が最短
になるようにターレット板２５を時計回り方向へ回転さ
せる。また、別のカラーフィルタ２６ｄを現在のカラー
フィルタ２６ａの位置に移動させる場合は現在のカラー
フィルタ２６ａの位置への移動距離が最短になるように
ターレット板２５を反時計回り方向へ回転させるように
駆動する。
【００３８】（効果）本実施形態によれば、移動元のカ
ラーフィルタ２６ａ～２６ｅの位置と移動先の位置との
距離に応じて、移動先まで移動させるターレット板２５
の回転速度とその回転方向を制御することで、カラーフ
ィルタ２６ａ～２６ｅの切り換えに要する時間を短縮
し、カラーフィルタ２６ａ～２６ｅの切り換えによるタ
イムラグが軽減する。
【００３９】［第４の実施形態］本実施形態は内視鏡の
機種判別を内視鏡のコネクタ装着時にコネクタのサイズ
を識別することで実現しようとするものである。
【００４０】以下、図７及び図８を参照して本実施形態
に係る電子式内視鏡装置を説明する。第１の実施形態と

6
同様の部分についてはその説明を省略する。
【００４１】（構成）本実施形態に係る電子式内視鏡装
置の基本的な構成は第１の実施形態のものと同じである
が、図７に示す如く、光源装置４に接続される電子式内
視鏡２の本体９には機種情報を記憶した内蔵メモリを有
しておらず、その代わりに機種によってライトガイド１
６のコネクタ側端部（通常、ガイド管を構成するコネク
タ部分）７１の外径サイズが異なる。
【００４２】光源装置４は第１の実施形態で説明した構
成に加えて、図７及び図８で示す如く、ライトガイド１
６のコネクタ側端部７１の周りにその中心軸に対して放
射状に配置され、その放射方向に移動可能な複数の爪７
２と、ライトガイド１６のコネクタ側端部７１と当接す
る上記各爪７２ａ～７２ｃの先端にそれぞれ配置された
圧力センサ７３ａ～７３ｃと、上記各爪７２ａ～７２ｃ
をそれぞれ移動させる駆動モータ７４と、圧力センサ７
３ａ～７３ｃで得られた圧力値からライトガイド１６の
コネクタ側端部７１の外径サイズを検知する検知回路７
５と、上記駆動モータ７４の動きを制御する制御回路７
６とによって構成される。
【００４３】（作用）内視鏡２のコネクタ１２を光源装
置４に接続すると、ライトガイド１６のコネクタ側端部
７１に対して、各爪７２ａ～７２ｃがコネクタ側端部７
１の中心軸方向に向かって移動し、その周面に押し付け
られる。その際の押し付け圧力が圧力センサ７３ａ～７
３ｃによってそれぞれ測定される。さらに、モータ７４
の駆動開始時間からコネクタ側端部７１と爪７２ａ～７
２ｃとの間の圧力が検知され始めた時点までの時間の長
短が検出される。これらの情報によりライトガイド１６
のコネクタ側端部７１の外径サイズを換算し、内視鏡２
の機種を判別する。
【００４４】内視鏡２の機種情報により、前述した第１
の実施形態の場合と同様に内視鏡画像の色バランス調整
がなされる。また、圧力センサ７３ａ～７３ｃによって
検知された圧力値を元に、爪７２ａ～７２ｃのライトガ
イド１６に対する押し付け力量がライトガイド１６の固
定に適切な値になるように制御回路７６にてモータ７４
の駆動が制御される。
【００４５】（効果）内視鏡２の機種判別による内視鏡
画像の色バランス調整に関する効果については上述した
第１の実施形態と同様であるが、それに加えて、本実施
形態においては、内視鏡２のライトガイド１６のコネク
タと光源装置４との間で電気的な接続が不要であり、ラ
イトガイド１６の外径サイズを機種によって変えるだけ
で、内視鏡画像の色バランス調整が可能である。また、
ライトガイド１６の外径サイズを検知する機構によって
ライトガイド１６の適切な固定が可能である。
【００４６】［第５の実施形態］本実施形態は内視鏡の
機種判別を内視鏡のコネクタ装着時にライトガイドコネ
クタのサイズを識別することで実現しようとするもので
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ある。
【００４７】以下、図９を参照して本実施形態に係る電
子式内視鏡装置を説明する。第１の実施形態と同様の部
分についてはその説明を省略する。
【００４８】（構成）本実施形態では前述した第４の実
施形態のライトガイド外径サイズを検知する手段を駆動
モータの波形検出手段としたものである。
【００４９】本実施形態での光源装置４は第１の実施形
態で説明した構成に加えて、ライトガイド１６のコネク
タ側端部７１の外周に当接可能な複数の爪８１と、この
爪８１を駆動させるモータ８２と、このモータ８２の駆
動波形を検知する検知回路８３と、上記モータ８２の動
きを制御する制御回路８４とを備えて構成されている。
【００５０】（作用）本実施形態の基本的な作用は上述
した第４の実施形態と同様である。ただし、本実施形態
では、モータ８２の駆動により、ライトガイド１６のコ
ネクタ側端部７１に爪８１が当接すると、モータ８２の
駆動波形が変化する。そこで、モータ８２の駆動開始か
ら駆動波形が変化するまでの時間の長短により、ライト
ガイド１６におけるコネクタ側端部７１の外径サイズを
換算し、内視鏡２の機種判別を行う。
【００５１】また、モータ８２の駆動波形を元にライト
ガイド１６のコネクタ側端部７１に対する爪８１の押し
付け圧力が適切になるように制御回路８４によってモー
タ８２の動きを制御する。
【００５２】（効果）第４の実施形態と同様である。
【００５３】本発明は上記各実施形態のものに限定され
るものではない。上記説明によれば以下の付記に挙げる
各項およびそれらの項を任意に組み合わせたものが得ら
れる。
【００５４】〔付記〕
１．照明光を供給する光源ランプと、使用する内視鏡か
ら発せられる機種識別情報を判別する手段と、出射光の
波長を可変する手段とを具備し、使用する内視鏡の機種
識別情報に応じてその内視鏡に適合する波長の出射光に
選択変更するようにしたことを特徴とする内視鏡用光源
装置。
【００５５】２．出射光波長の可変手段はターレットに
よるフィルタの切替え手段であることを特徴とする第１
項の内視鏡用光源装置。
【００５６】３．ターレットの駆動源はステッピングモ
ータであることを特徴とする第２項の内視鏡用光源装
置。
【００５７】４．ターレットの回転速度、回転方向の可
変手段を備えたことを特徴とする第２項の内視鏡用光源
装置。 *
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*【００５８】５．機種判別手段は内視鏡コネクタ装着時
に内視鏡のコネクタのサイズを識別する検知手段である
ことを特徴とする第１項の内視鏡用光源装置。
【００５９】６．検知手段は内視鏡のライトガイドを把
持する爪部の先端に設けられた圧力センサを具備し、圧
力センサで得られた圧力値から内視鏡の機種を識別する
ことを特徴とする第５項の内視鏡用光源装置。
【００６０】７．検知手段は内視鏡のライトガイドを把
持する爪部の駆動モータの波形検出回路を具備し、その
波形変化により内視鏡の機種を識別することを特徴とす
る第５項の内視鏡用光源装置。
【００６１】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、光
源装置に接続される内視鏡の、ライトガイドの材質の違
いによる色特性の差や、イメージガイド、ＣＣＤのタイ
プの違いによる色特性の差など、機種による違いを自動
的に判別、補正することで、光学特性の異なる複数種類
の内視鏡を同じ光源装置に接続して常に同じ条件で使用
することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態に係る電子式内視鏡装置の構成
説明図。
【図２】第１の実施形態に係る電子式内視鏡用光源装置
におけるターレットのターレット板を示す斜視図。
【図３】第２の実施形態に係る電子式内視鏡装置の構成
説明図。
【図４】第２の実施形態の変形例に係る電子式内視鏡装
置の構成説明図。
【図５】第３の実施形態に係る電子式内視鏡装置の構成
説明図。
【図６】第３の実施形態に係る電子式内視鏡用光源装置
におけるターレットのターレット板の正面図。
【図７】第４の実施形態に係る電子式内視鏡装置の構成
説明図。
【図８】第４の実施形態に係る電子式内視鏡用光源装置
においての内視鏡の機種を判別する機構を示す正面図。
【図９】第５の実施形態に係る電子式内視鏡装置の構成
説明図。
【符号の説明】
１…電子式内視鏡装置、２…電子式内視鏡、３…画像プ
ロセッサ、４…光源装置、９…内視鏡の本体、１３…対
物結像用光学系、１４…ＣＣＤ、１６…ライトガイド、
１８…内蔵メモリ、２１…ランプ、２２…集光用レン
ズ、２３…フィルタ切替え用ターレット、２４…モー
タ、２５…ターレット板、２６ａ～２６ｅ…カラーフィ
ルタ、２７…駆動回路、２８…制御回路。
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